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大電力コントロール！ 位相制御方式 仕様仕様仕様仕様

ヒステリシス除去回路 付き

１６Ａ１６Ａ１６Ａ１６Ａ パワーコントローラパワーコントローラパワーコントローラパワーコントローラ ｷｯﾄ 電源電源電源電源 電圧 ＡＣ１００Ｖ

ＰＣ－１６Ａ

出力出力出力出力 電流 最大１６Ａ

Y31-960613 CODE 1721-300 第9版 140715 *MYY 電流 連続１０Ａ

概要 接続負荷（電力）概要 接続負荷（電力）概要 接続負荷（電力）概要 接続負荷（電力） ５～１６００Ｗ

トライアックトライアックトライアックトライアックを用いて、ＡＣ電力の制御を行う

「パワーコントローラ」キットです。 制御方式制御方式制御方式制御方式 位相制御方式

（ヒステリシス除去回路 付き）

電球の明るさ調整、ハンダごての温度調整、電気

ドリルのスピード調整などが、ボリウムを回転させ 付属付属付属付属 ヒューズ（２０Ａ）

るだけで簡単に行えます。 ＡＣコード（最大１２Ａ）

アウトレット（最大１５Ａ）

ヒステリシス除去回路ヒステリシス除去回路ヒステリシス除去回路ヒステリシス除去回路により、電気ドリルなどの ヒューズホルダ（基板付け）

誘導性負荷に対しても、スムーズにコントロールで 大型放熱器

きます。（スピードコントロールの付いたドリルな

ど、一部対応しない機器もございます。）

最大１６Ａ最大１６Ａ最大１６Ａ最大１６Ａ（電力：１６００Ｗ）の電流を、コン

トロールできます。

①パーツのチェック ②組立①パーツのチェック ②組立①パーツのチェック ②組立①パーツのチェック ②組立

パーツリストでパーツをチェックしてください。 パーツの取り付けは組立参考図やパーツリストを

パーツリストは、組立リストを兼ねています。 見ながら番号順に行なって下さい。

リスト中の□□にチェックをいれましょう。 パーツは無理のない範囲で基板に当たるまできち

左側はパーツチェック用。右側は組立チェック用 んと差込み、ハンダ付してください。

です。 ペーストは絶対に使わないでください。

組立参考図組立参考図組立参考図組立参考図
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ハンダ付け前に別紙の「正しいハンダ付けの仕方ハンダ付け前に別紙の「正しいハンダ付けの仕方ハンダ付け前に別紙の「正しいハンダ付けの仕方ハンダ付け前に別紙の「正しいハンダ付けの仕方 ⑧トライアック

をよくお読みください。をよくお読みください。をよくお読みください。をよくお読みください。 □□ねじ ３×８［１ケ］

①抵抗 □□ＴＲ１

□□Ｒ １ １００Ω（茶黒茶金）

□□Ｒ ２ １０ＫΩ（茶黒橙金）

□□Ｒ ３ １０ＫΩ（茶黒橙金）

□□Ｒ ４ ２．２ＫΩ（赤赤赤金）

⑨ボリウム・つまみ

□□ＣＮ２

②トリガダイオード □□ビニール線［３本］

□□ＴＤ１

③ダイオードスタック

□□ＤＳ１

□□つまみ

④フィルムコンデンサ

□□Ｃ１ 0.1μF

□□Ｃ２ 0.1μF

⑩ＡＣアウトレット

⑤ヒューズホルダ・ヒューズ □□ＡＣ ＯＵＴ

□□ＦＵＳＥ１ ◆基板に直接取り付ける場合

□□ヒューズ（２０Ａ）

◆基板に直接取付ない場合は、付属のＡＣコードを

何ｃｍか、切断し「アウトレット」の接続に使用し

てください。

⑦ヒートシンク（放熱器）

□□ＨＳ１

□□ねじ ３×８［２ヶ］
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⑪電源コード Ｄ：コントロールＤ：コントロールＤ：コントロールＤ：コントロール

□□ＡＣ ＩＮ 電源スイッチを取り付けている場合は、スイッチ

を「ＯＮ」に、ジャンパー線を接続（Ｊ１）してい

る場合は、そのままでＯＫです。

電球の場合は、ボリウムを右に回して明るくなり

左に回して暗くなればＯＫです。

うまく行かない時は電源を取り外し、もう一度パ

ーツの間違いやハンダ付け不良が無いかなどを、よ

く確かめてください。

◎電源スイッチ ④使い方④使い方④使い方④使い方

当キットに電源スイッチは付いていません。別途

お買い求めください。 Ａ：接続Ａ：接続Ａ：接続Ａ：接続

電源スイッチを取り付ける場合は、まず基板裏の

「Ｊ１」をカッター等で切断してください。スイッ ◆負荷（機器）◆負荷（機器）◆負荷（機器）◆負荷（機器）

チは下図を参考に取り付けて下さい。 ＡＣアウトレットに、ハンダごて、電球、スタン

ド、電気ドリル等のＡＣ１００Ｖ用機器を取り付け

て下さい。

▽５Ｗ以下５Ｗ以下５Ｗ以下５Ｗ以下の機器は、コントロールする事ができま

せん。５Ｗ以上の機器を接続してください。

▽電源にトランストランストランストランスを使用している機器には、御使用

になれません。

▽安全上問題のある機器（暖房機器や電熱機器）は安全上問題のある機器（暖房機器や電熱機器）は安全上問題のある機器（暖房機器や電熱機器）は安全上問題のある機器（暖房機器や電熱機器）は

取付ないでください。取付ないでください。取付ないでください。取付ないでください。

◆電源◆電源◆電源◆電源

ＡＣコードを、コンセント（ＡＣ１００Ｖ）に接

最後に基板全体を見て部品の取付が間違っていな 続する。

いかどうか、あるいはハンダ付け不良やショートが

ないかどうかを良くチェックしてください。 ▽付属のＡＣコードの最大定格電流は「１２Ａ」「１２Ａ」「１２Ａ」「１２Ａ」で

す。１２Ａ以上で御使用になる場合は使用する電流

③動作チェック③動作チェック③動作チェック③動作チェック に合った「コード」を別途御購入の上、交換してく

ださい。

Ａ：ボリウムＡ：ボリウムＡ：ボリウムＡ：ボリウム

組立⑨で取り付けた「ボリウム」を左左左左に回しきっ Ｂ：コントロールＢ：コントロールＢ：コントロールＢ：コントロール

てください。 「ＣＮ２」に取り付けたボリウムを左右に回す事

で負荷（機器）に供給する電力をコントロールでき

Ｂ：負荷（機器）の接続Ｂ：負荷（機器）の接続Ｂ：負荷（機器）の接続Ｂ：負荷（機器）の接続 ます。

注 当キットは、ＡＣ１００Ｖ用です。電源にＤＣ注 当キットは、ＡＣ１００Ｖ用です。電源にＤＣ注 当キットは、ＡＣ１００Ｖ用です。電源にＤＣ注 当キットは、ＡＣ１００Ｖ用です。電源にＤＣ 組立⑨どうりに、ボリウムを接続した場合、接続

（直流）を供給したり、負荷接続部に、ＤＣ用機（直流）を供給したり、負荷接続部に、ＤＣ用機（直流）を供給したり、負荷接続部に、ＤＣ用機（直流）を供給したり、負荷接続部に、ＤＣ用機 された負荷（機器）に供給される電力は、反時計回

器を取り付けないでください。器を取り付けないでください。器を取り付けないでください。器を取り付けないでください。 りで「小」、時計回りで「大」です。

組立⑩で取り付けた「ＡＣアウトレット」にコン Ｃ：使用上の注意Ｃ：使用上の注意Ｃ：使用上の注意Ｃ：使用上の注意

トロールしたい機器、電球、スタンド、ドリル等

（電球が比較的、動作確認が容易です。）を取り付 ▽当キットを御使用にならない時は、コンセントか

けて下さい。 らはずしておいてください。

Ｃ：電源Ｃ：電源Ｃ：電源Ｃ：電源 ▽取扱い時は感電感電感電感電に御注意ください。電源接続後は

組立⑩で取り付けた「ＡＣコード」をコンセント 金属部分には触れない様にしてください。

（ＡＣ１００Ｖ）に接続してください。
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▽当キットは「位相制御方式」「位相制御方式」「位相制御方式」「位相制御方式」ですので、ラジオ等 ▽ケース内に当基板を実装する場合は、ケースに放

に雑音を生じる事があります。 熱用の穴を開けたり、「ファン」を取り付けるなど

で放熱放熱放熱放熱を十分行えるようにしてください。

▽仕様上記載の「出力電流値 連続１０Ａ」「出力電流値 連続１０Ａ」「出力電流値 連続１０Ａ」「出力電流値 連続１０Ａ」は、基 ケースは余裕のある大きめの物を選びましょう。

板単体（ケースの外）で室温２５℃の下において当

キット付属の放熱器を使用した場合に連続して使用 当キットの規格以外の使い方や改造の仕方につい

できる最大の値です。 てのご質問は御遠慮ください。規格以外の使い方や

１０Ａ以上で使用する場合は放熱器を大きくした 改造による不動作、ＩＣの破壊等の損害については

り「ファン」による強制空冷を行うなどの対策でトトトト 一切補償しません。

ライアックの温度上昇ライアックの温度上昇ライアックの温度上昇ライアックの温度上昇を防いでください。

１６Ａ１６Ａ１６Ａ１６Ａで使用の場合はトライアックのパッケージ

温度が「７０℃」「７０℃」「７０℃」「７０℃」を越えないようにしてください。

－回路図－－回路図－－回路図－－回路図－

※仕様は予告なく変更する場合があります。予めご了承ください。


